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明けましておめでとうございます 

 
平成から令和に元号が変わり、初めての正月を迎えました。 
平成時代の志和堀ではなんと言っても、１4５年もの歴史と伝統のある小学校が幕 

を閉じました。 通っていた児童生徒の皆さんは、複式学級での授業を余儀なくされて 
おり、保護者の方々からも『教育環境の改善を図り、社会人として立派に頑張って行け 
る様な指導をしてもらいたい。』との切実な声を伺ってきました。 
そこで、20２３年４月に開校する小中一貫校(志和小学校)迄の間、取り敢えず西志和小学校に統合していただいて、教育

環境の改善を図ることとなりました。 昨年９月の運動会や１２月の公開授業を見るにつけ、志和堀の児童の顔が生き生きと
して、積極的に意見を発表する姿にホッとしております。 
 現在、志和小学校の計画設計に対する意見交換を三地区で行っており、 
１ 『他地域の保護者の方からも、我が子を志和小学校へ通わせたい』と想われる様な秀でた特徴を有した学校 
２ 戦後復興を担ってきた｢物づくり日本｣を作り上げた理数系に強い小学校 
３ 児童、学校現場、保護者を含む地域、これらが一体となった教育環境 

これらを初め、多くの意見を市教委へお願いしています。 
こうした意見の中に、『志和生涯学習センターを撤去して、小中一貫校の敷地にくみ入れ、教育環境を改善していただきた

い。』という事もありました。 
 教育委員会として、生涯学習機能はまだ必要だという事であれば、旧志和堀小学校が空いているので、取り敢えずこれを
利用して志和生涯学習センターとする。 志和堀は、緊急避難場所として民間施設を借り上げているので、これを行政施設と
しての避難場所にする。 との市長への要請も、三地区揃って行ってきたところです。 
今後とも、地域住民の皆さん方のご意見をお待ちしています。 

会長 平 賀 興 三 郎 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志和小中学校  配置計画図 
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地域おこし協力隊員≪活動状況≫ 

 森 口 美 優 

蓮のお花など志和町の資源を活かした化粧品を製造し志和
町の PRに繋げたいと思い、現在活動しています。 
地域センターやサロンでは、様々な講座をさせて頂いており、

志和堀地域センターでは１００歳体操の後にアロマハンドマッサ
ージを行いました。 
また、志和町の休耕地でハーブを育て、化粧品製造や講座

で活用を考えています。 
その第一歩として志和堀のほたる荘の裏庭にハーブを植えよ

うとお話をさせてもらっています。 
また、情報発信のための活動として、志和町の Facebook を

立ち上げました！ 
地域センターにもミ二カード（スマホでも簡単にご覧になれます）

を置いていますのでぜひみなさんご覧になってみて下さい。 

志 和 堀 創 生 
 

現在、第 5 次東広島市総合計画の（素案）が発表されて
おります。 
それぞれの地域資源を活かしたまちづくりにするため目指

す方向性が策定されており志和堀は、 
・ 広島都市圏との近接性と優良農地を生かした都市近郊
型農業の推進。 
・ 若手農業者等多様な担い手の取り組みに対する支援。 
・ 「農」のあるライフスタイルの実現。 
・ 法人間連携の促進等による集落法人の経営高度化の支
援及び農地の保全。 
と位置づけられております。 
これらに伴い、志和堀のまちづくりとは何だろうかと考える

中で、小学校の跡地活用と絡めて、滞在型市民農園(クライ
ンガルテン)プランが浮上し検討しております。 
江田島市・山口県周防大島町・岩国市・兵庫県多加町な

どの市民農園が先例として紹介されております。 
 また、山林の好適地を活かした「フルーツパーク」構想も検
討しており、これと「道の駅」を一体化し六次産業として魅力
あるまちづくりになると希望を持っており、総合計画に係るパ
ブリックコメントとして東広島市に提案をしました。 
 

志和堀創生まちづくりプロジェクトチーム 

  

 

 

 

 

 

 

 
山口県周防大島町のクラインガルテン施設 
 

しわさんぽ 
facebook@shiwasampo 

 
掲載希望の方は、Facebook 
メッセージよりご連絡ください 

 

 

 
 

 

志和堀の史跡めぐり 24『横田之
こ れ

宮』 
 
通称名 ： こんこと宮 

建立年代は不詳だが、王子

社(市中神社)が十力より堀市

に移った後、堀市の祇園社より

分かれて勧請したという。 

現存する棟札によると慶応

2 年(1866)に「八王子権現御

殿」を再建したとあり、また、 

文政 2年（1819）の「国郡志御用書上帳」に「よこた八王子」

と記されており、正式名称は「八王子宮」である。 

 

 

 

  

編集後記 

近年、地震及び台風等による甚大な災害が日本各地で発生し、今も
って避難生活を余儀なくされている人々が数多く散見されます。 
東広島市でも一昨年の大雨による大きな災害で、未だ復旧されて

いない箇所が多数あります。 
今後、又大雨等降れば二次災害の恐れがあり大変危惧しています。 
一市民として、一日も早い復旧と令和２年が災害のない明るい年

であるよう願っています。 
 

行  事  予  定 （１月 ～ 3月） 
 

1月 30日(木) 志和堀自治協・新年互礼会 

2月 2日(日) 老人福祉弁当 

3月 10日(火) 志和中学校卒業式 

3月 21日(土) 西志和小学校卒業式 

3月 24日(火) 志和堀保育所卒園式 
 

 

横田在住の、今田幸博さんから資料提供をいただき、長らく連載
してきた、志和堀史跡めぐりは、今回で最後となりました。 
 次号からは、やはり今田さんの協力により神社に奉納されている、
絵馬を連載する予定です。 ご愛読のほどよろしくお願いします。 
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志和町の自然や歴史 
イベントなどふらっと寄りたくなる 

スポット情報を発信 

志和良いとこ PR実行委員会 

アロマハンドマッサージの様子 


